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このコーナーでは、これから研究を目指す海外の日本語
の先生方のために、日本語学・日本語教育の研究につい
て情報をおとどけしています。今回のテーマは〔コミュ
ニケーションのための日本語教育文法〕です。

１．日本語教育文法は絶対的なものではない

　日本語教育で使われる文法はほぼ決まっていて、それ

に従って教えなければならないと思っている人が多いよ

うです。たとえば、テ形は初級前半で教えるとか、受身

は初級後半で教えるといった「常識」です。

　しかし、これまでの日本語教育文法は、文の構造だけ

が重視され、実際のコミュニケーションはあまり重視さ

れなかった時代に考えられたものです。

　日本語でのコミュニケーションがうまくできるように

という目的のためには、これまでの教育文法とは違う文

法が必要になってきます。これまでの文法を絶対的なも

のとは思わないで、たとえば次のような方法で、コミュ

ニケーションのための新しい文法を考えてみましょう。

２．日本語教科書の不要な文法項目を洗い出す

　日本語教科書を使っていて、「こんな文法項目を教え

る必要があるのだろうか」と思ったことはありませんか。

そこから出発するのも一つの方法です。

　たとえば、初級教科書で、「書け」のような「命令形」

や、「書けば」のような「バ形（条件形）」を教えるもの

があります。そのようなものを見たとき、「これは必要

なのだろうか」と疑問に思い、「初級では要らないので

はないか」と考えてほしいということです。

　さらに、「なぜこの初級教科書では命令形やバ形を教

えることにしているのか」も考えてほしいと思います。

その答えは、「動詞の活用形を全部出したい。つまり、

Ｉグループ動詞（五段動詞）では、「書け」や「書けば」

のようにエ段（この場合は「け」）を使う活用形も出し

たいから」ということになるのではないかと思います。

これは、日本語の構造をすべて教えたいからであって、

コミュニケーションに必要だからではないということで

す。そこを見抜いてほしいわけです。

３．日本語教科書に必要な文法項目を見つける

　一方、コミュニケーションに必要なのに、これまで取

り上げられてこなかった文法項目もたくさんあります。

　たとえば、誘いを受けたときの断りかたです。先輩か

ら食事に誘われたとします。「ありがとうございます。

でも、今晩は行けません。バイトがありますから」とい

うように、構造的に整っている文で答えるのがよいでし

ょうか。「うーん、ちょっとー、バイトでー」というよ

うに、構造的に整っていない文で答えるほうが、むしろ

相手によい印象を与える場合も多いでしょう。

　断るときは、文の構造より、言いよどむような話しか

たや、「ちょっと」のようなことばが大きな役割を果た

します。これまでは、このようなことは文の構造とは関

係ないとして切り捨てられてきましたが、コミュニケー

ションのためには大事な文法項目です。

４．母語話者の言語使用を観察する

　それでは、コミュニケーションに不要な文法項目や必

要な文法項目はどうしたら見つけられるでしょうか。考

えられるのは、次の３つです。

　　（1） 母語話者の言語使用の観察

　　（2） 既習の文法項目の習得状況の調査

　　（3） 相手の感情を害する誤用例の発見

　まず、（1）の「母語話者の言語使用の観察」ですが、

たとえば、初級教科書の初めに出てくる「～じゃありま

せん」という文型で考えてみましょう。

　母語話者の言語使用を観察すると、話しことばでは、

フォーマルなときに「～ではありません」が使われるほ

かは、「～じゃないです」がよく使われることがわかる

はずです。「～じゃありません」はあまり使われません。

　また、「～ようです」や伝聞の「～そうです」も、話

しことばではあまり使われないことがわかるはずです。
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５．既習の文法項目の習得状況を調べる

　文法項目の必要性を考えるために、既習の文法項目が

どれくらい習得できているかを調べるのも有効です。

　たとえば、初級で受身を習った人たちが、中級になっ

て、どれくらい受身を使っているかを調べるということ

です。調べてみると、話すときも書くときも、ほとんど

受身は使われていないという結果になると思います。

　そのような結果が出た場合、「初級段階で苦労して受

身を教えてもムダだ」ということがわかります。そして、

「初級では受身を使って話したり書いたりできるように

しなくてよい」と割り切れるようになるはずです。

６．相手の感情を害する誤用例を探す

　コミュニケーションに必要だけれどこれまで扱われて

こなかった文法項目を見つけるには、誤用例を探すのが

よいでしょう。特に相手の感情を害するようなものです。

　これまでの誤用例研究は、「映画館の前に待っていま

す」の格助詞の誤用など、文の構造にかかわるものが中

心でした。しかし、そうした誤用は、相手の感情を害す

ることはないため、それほど重視する必要はありません。

　それより、「これ、いいですね」に対して「それ、い

いですよ」と答える終助詞の誤用など、文の構造よりコ

ミュニケーションにかかわるものを重視するべきです。

「それ、いいですよ」と答えた人は、相手の言うことに

同意して、「いい」ということを強調するために「よ」

を使ったのでしょう。しかし、それを聞いた相手は、「私

が最初に言ったことを無視して、自分が最初に考えたよ

うに言っている」と思い、不快に感じるかもしれません。

７．コミュニケーションに必要な文法を追究する

　コミュニケーションに必要な文法を考えるときに大事

なことは、抽象的な文法を考えるのではなく、具体的に

役に立つ文法項目を一つひとつ見つけていくことです。

　そのためには、「聞く」「話す」「読む」「書く」という

４つのコミュニケーション活動を分けて考えることが必

要です。うまく話すための文法項目と、うまく読むため

の文法項目は、大きく違うからです。

　たとえば、中級ぐらいのレベルでは、「～すればする

ほど」という表現は理解できたほうがよいでしょうが、

使える必要はないでしょう。使おうとすると、「食べれ

ば食べるほどお腹がいっぱいになりました」のような誤

用が出てきて大変ですが、意味がわかるだけなら簡単で

す。

８．これまでの教育活動を振り返る

　これまでの日本語教育では、「聞く」「話す」「読む」「書

く」のどの教育活動でも、主な目的は文型や語彙の定着

だったと考えられます。初級では特にそうです。

　たとえば、「聞く」活動と「読む」活動では、最初に

未習の文型や語彙を教え、「すべての文型や語彙がわか

るはず」という状態にしてから、聞かせたり読ませたり

することが多かったと思います。聞いたものや読んだも

のがすべて理解できるような教育をしていたわけです。

　しかし、実際のコミュニケーションではそんな状況は

ありません。これまでの教育活動は、構造中心のこれま

での日本語教育文法に対応したものであって、コミュニ

ケーションを目的としたものではなかったと言えます。

９．これからの教育活動を検討する

　コミュニケーションを目的にすると、「聞く」「話す」「読

む」「書く」の教育活動はどうあるべきでしょうか。

　「聞く」活動と「読む」活動では、日本語の音声や文

字から必要な情報を読み取ることを中心にするべきです。

わからない表現や語彙があったときに、推測したり、辞

書を調べたり、無視したりする技術が重要になってきま

す。これからの日本語教育文法は、そのような技術に対

応したものにしていかなければなりません。

　また、「話す」活動と「書く」活動では、何かの目的を

達成するために、音声や文字で表現することを中心にす

るべきです。だれにどんな目的で話すのか指定しないで

自己紹介をさせたり、だれにどんな目的で書くのかわか

らない「私の国」のような作文を書かせても、コミュニ

ケーション能力はつきません。これからの日本語教育文

法は、「頼む」や「誘う」といった目的を持った談話や文

章を作るのに役立つものにしていかなければなりません。

● コミュニケーションのための日本語教育文法について

さらに詳しく知るには：

　  野田尚史 (編 )『コミュニケーションのための日本語教

育文法』くろしお出版、2005.

●  これまでの日本語教科書の問題点を分析する参考に：
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